
相模原市における
働く人のメンタルヘルス対策

～はじまりは地域・職域関係者の

顔の見える関係づくりから～

平成22年度地域・職域連携推進事業関係者会議
〔平成23年2月24日（木）〕

「サガミーマン」とは：相模原市で働く人、住んでいる働き盛りの人
のすべてをイメージしています。

相模原市健康福祉局 保健所 地域保健課
高橋こずえ



本日の話題

１．相模原市の概況
２．顔の見える関係をつくってきた取り組み

（１）出来るところからはじめる
（２）「働く人の健康づくり地域・職域連携推進

連絡会」事業計画の策定
（３）みんなで進める連絡会事業

３．まとめ・今後に向けて



相模原市の概況（１）

山梨県
東京都

相模原市

●場所
神奈川県北部にあり
東京都・山梨県に隣接する
広大な市域
首都圏にありながら、
豊かな自然環境がある

●人口：約70万人
●平均年齢：42.63歳
●生産年齢人口率：67.4％
●老年人口率：19.0％

（Ｈ22.4時点）

❤平成22年4月
政令指定都市へ



相模原市の概況（２）

事業所数 23,974所
・４人以下規模

13,790所（57.5％）
・２９人以下規模

22,090所（92.1％）

従業員数 247,594人

従業員規模別事業所数構成比

5～9
18.9%

10～19
11.4%

20～29
4.3%

30人以上
5.5%

国・地方
公共団体

2.4%

4人以下
57.5%

従業員規模別事業所数構成比

平成18年事業所・企業統計調査結果報告書より



相模原市の概況（３）

教育、学習支援業

5.2%

医療、福祉

6.5%

卸売・小売業

23.4%

その他

4.9%

不動産業

8.9%

製造業

9.2%

建設業

11.2%

飲食店、宿泊業

12.6%

サービス業

18.1%

産業別事業所数構成比

平成18年事業所・企業統計調査結果報告書より



顔の見える関係を作ってきた
取り組みの紹介

１．出来るところからはじめる

２．「働く人の健康づくり地域・
職域連携推進連絡会」事業計画
の策定

３．みんなで進める連絡会事業



１．出来るところからはじめる
年度 経過 メンタルヘルスケア

支援事業実施回数

普及啓発事業

実施回数

研修会

実施回数

H15 ○相模原・津久井地域産業保健センター等関係機関へ
訪問（職域保健を進めるにあたっての情報交換）

○職域保健に関する保健所検討会の開催（3回）

- - -

H16 ○職域における大会等に参加し、普及啓発事業を開催 - 3回 -

H17 ○職域保健に関する保健所検討会の継続開催（１回）

○｢働き盛り層のメンタルへルスケア支援事業｣を検討

- 4回 -

H18 ○相模原・津久井地域産業保健センターと連携し｢働

き盛り層のメンタルへルスケア支援事業｣の実施

○地域・職域連携推進ワーキンググループ会議にて課
題の検討（3回）

5本・5回/413名 5回 -

H19 ○市総合計画へ位置付け;地域・職域連携事業の実施

○市保健医療計画中間評価重点課題として位置づけ；
職域保健との連携

○「働く人の健康づくり地域・職域連携推進連絡会」
の立ち上げにあたり、関係機関・団体からヒアリング
を実施（地域産業保健センターさんが同行）

11本・11回/584名 5回/1853名 2回/55名

H20 ○「働く人の健康づくり地域・職域連携推進連絡会」
の設置

8本・23回/585名 12本・16回/2242名 3回/50名

H21 ○実態調査を実施し、連絡会事業計画策定 5本・14回/330名 12本・14回/1875名 1回/24名

H22 ○連絡会事業<シンポジウム・働く人の健康づくり標
語募集>の実施

未集計 未集計 -

はじめたのは・・・
H14.3市保健医療計画において、「職域
保健との連携方策の検討及び推進」が
位置づけられた

地域産業保健センターとの打ち合わせ・・・
・保健所が何を実施しているのかよくわからない。

・保健所ガイド程度で、職域の人を対象とした事業案内があると良
い。
・50人以下の事業所を対象にした取り組みが必要である等の連携
に向けた問題を出し合いながら、双方の事業を紹介。

地域産業保健センターと
連携事業について検討

内容は、「従業員の健康状態・労働状況などの現状」
「健康づくりに関する取り組み」
「課題・問題点・困っていること・今後の健康づくりに関
しての取り組みたいこと・連絡会に対する期待」など

事業の内容は、
・「働き上手～講演とシンポジウム」
・「うつ病の理解と対応」講演会
・「自殺の予防を考える」講演会 など



「地域・職域保健連携事業」の実施状況

職域大会等での

普及啓発事業

メンタルヘルスケア
支援事業

合計

平成19年度 5回（1853名） 11回（584名） 16回（2437名）

平成20年度 16回（2242名） 23回（585名） 39回（2827名）

平成21年度 14回（1875名） 14回（330名） 28回（２２０５名）

●全国安全（衛生）週間相模原・津久井地区推進
大会

●相模原地区建設業労働災害防止大会
●商工会のイベント事業等においての健康度測定

や健康相談の実施

大会における普及啓発事業の様子

相模原地域産業保健センターとの

共催事業として
●自殺対策～生きるホットライン～ 相談員派遣

●健康フェスタ時、メンタルヘルス相談の開設

●市民対象のメンタルヘルス講演会の実施 等



■連携することで今までは周知できなかった働き盛り層に事
業の周知ができた

■講師謝礼等で地域産業保健センターの予算を活用できた

「地域・職域保健連携事業」の効果

■相談等で紹介できる資源が広がった
（例;メンタルヘルスに関する相談で復職に関するものは地域産業保健センターの相談を紹
介するなど）

地域産業保健セン
ター

と連携してよかった!!

■連携の上での地域産業保健センターと保健所の役割が担
当者間で明確になった（確認することができた）



○健診の事後措置・個別
相談

○メンタルヘルスに関す
る相談・講演会等の実
施

○労働環境の改善・指導

○講師の派遣・紹介

○職能団体との連携・事
業周知

○メンタルヘルスに関する
相談・講演会・健康教育
等の実施（全市民対象）

○保健所で持っているスキ
ルやノウハウの提供

○保健所が持っている国か
らの情報・地域情報の提
供

○職域の事業を地域に広く
周知

地域産業保健センター 保健所

確認した役割について



２．「働く人の健康づくり地域・職域連
携推進連絡会」事業計画の策定



連絡会構成機関
市・国・民間の15機関で構成

働く人の健康づくり

地域・職域連携推進連絡会
市経済部

（産業・雇用政策課）

他参加を希望する

機関や企業等

神奈川県相模原地域

産業保健センター相模原労働

基準監督署

作業部会

情報交換・課題の明確化

保健医療資源の相互活用

保健事業の協働実施

市保険高齢部

(国民健康保険課)

市保健所

神奈川労務安全衛生協

会相模原支部

相模原市中小企業勤労者

福祉サービスセンター

相模原商工会議所

津久井、城山、藤野、

相模湖商工会

相模原法人会

建設業労働災害防止協会神

奈川支部相模原分会

相模原年金事務所

全国健康保険協

会神奈川支部

市福祉部

（精神保健福祉センター）

相模原市健診機関

連絡協議会



目指す姿の設定

目標設定

数値目標設定

具体的な取組み
（個人・事業所や会社・関係機関・

行政・連絡会の取組み）

実態調査・現状分析

感覚的な現状や問題

目指す姿を実現するための条件の設定

計画策定プロセス
目的設定型
アプローチで策定



計画策定中のエピソード

○所属の代表や管理する立場の人たちは忙しいので、
連絡会の他に作業部会をも設置されると負担である。

○安全衛生については実施しているが健康づくりまで手
が回らない状況である。

働く人の健康づくり
を『協働』で進めると
いうキモチが少しづつ
醸成

・７回も出席となるとプレッシャーだか、
やり方一つでいろいろとできるのではないか。
このままやってみようよ。

・健康的な職場づくりと安全衛生はつながって
おり、安全衛生に取り組むことは健康づくりに
つながるといえる。

構
成
員
同
士
の
意
見
交
換

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
か
ら
の
助
言



「健康づくり基盤整備にかかる実態調査」

調査対象 抽出方法 調査方法

事業主調査 ・相模原市中小企業勤労者福

祉サービスセンター 加入事業

所の事業主

・城山，津久井，相模湖，藤野
商工会加入事業所

の事業主

・全数 ・郵送調査法

（各機関を通じて郵送し、
市に返送）

従業員調査 ・相模原市中小企業勤労者福

祉サービスセンター 加入事業

所の従業員

・健康診断の受診
者

・健診会場の受付時に配
布し、健診中に回収

回収率

事業主調査 16.9％

従業員調査 99.0％



実態調査から見えた課題（１）

●組織的に健康づくり
に取組む必要性が
あると思う事業主の
増加

図8：【事業主】問13×問16 組織的に健康づくり

に取り組む必要性と健康づくりの取り組みの有

無(p<0.01)

85.4%

80.0%

78.8%

14.6%

20.0%

21.2%

58.3%

68.9% 31.1%

41.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大いにある

(n=144)

まあまあある

(n=275)

あまりない

(n=103)

全くない

(n=12)

全体

(n=534)

取り組み有 取り組み無

組織的に健康づくりに取
り組む必要性がないと思
っている事業主は、事業
所として健康づくりに取
り組んでいない割合が多
い



●健康診断を受けやすい環境づくりの整備

実態調査から見えた課題（２）

図10：【事業主】問5×問16 従業員規模別 「健

康診断の実施」の取り組み状況(p<0.01)

88.5%

94.1%

75.1%

59.1%

0.0% 50.0% 100.0%

5人以下(n=252)

6～49人(n=253)

50人以上(n=34)

全体(n=539)

○従業員規模が小
さいほど、
「健康診断の実施」
に取り組んでいる
事業所が少ない。



実態調査から見えた課題（３）

図19：健康感と職場内のチームワークの状況

(p<0.01)

93.0%

85.8%

74.8%

66.7%

85.7%

33.3%

14.2%

7.0%

25.2%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康である

(n=172)

まあまあ健康で

ある(n=734)

あまり健康で

ない(n=103)

全く健康で

ない(n=12)

全体(n=1021)

とれている とれていない

●健康づくりとワーク・ライフ・バランスの実現、
そのどちらも大切だと思う人の増加

図20：問11×問9 健康感と自分や家庭のため

の時間の確保の状況(p<0.01)

76.8%

70.1%

55.2%

61.5%

69.6%

23.2%

29.9%

30.4%

44.8%

38.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健康である

(n=177)

まあまあ健康で

ある(n=745)

あまり健康で

ない(n=105)

全く健康で

ない(n=13)

全体(n=1040)

取れている 取れていない

○健康でないと
思っている人ほど
、自分や家庭のた
めの時間が取れて
いない、職場内の
チームワークがと
れていないと感じ
ている



年度 実施回数

連絡会 作業部会

平成20年度 3回 4回

平成21年度 1回 2回

平成22年度 3回 6回

出席率 65％
（18関係部署・

機関19名）

58％
（15関係部署・

機関17名）

「働く人の健康づくり地域・職域連携推進連絡会」の様子



事業計画の具体的取り組み

事業計画では、「自分自身」「事業所や会社」「連絡会」にできる具体的な取り組みを提案

■健診やがん検診の受診
■健康づくりについて（運動面・食事面など）1年の目標の設定
■健康づくりについて相談できる人や場所を持つ
■残業しない日の実践
■計画的な休暇の取得 など

自分自身にできること

■健診の案内を個別通知するなどの工夫

■健診の未受診者へ対して、上司や事業
主の声かけ
■従業員が健康づくりに取り組むための
きっかけづくり
■健康づくりの研修やイベントの開催
■残業しない・休暇の取りやすい仕組み
づくり など

事業所や会社にできるこ
と ■健康づくりに関する情報の提供

■従業員を対象にした健康づくりについて
の研修会の開催
■健康づくりやワーク・ライフ・バランス
の普及啓発、ネットワークづくり（シンポ
ジウムの開催、標語の募集と活用、個人や
事業所の事例の収集など）
■職場の健康づくりについての相談・支援
■モデル事業所への支援 など

連絡会にできること



３．みんなで進める連絡会事業

〔連絡会事業１〕
働く人の健康づくり地域・職域連携推進シンポジウム

本年度からはじまっ
た連絡会事業

組織的に健康づくりに取り組む
必要性があると思う事業主が
増える

健康づくりとワーク･ライフ・バラ
ンスの実現のどちらも大切だと
思う人が増える

健康づくりやワーク・ライ
フ・バランスに取組んでい
る事業所が増える

健康な職場・地域づくり

●ブース展示
●ウェルカムコンサート
●相模原市仕事と家庭両
立支援推進企業表彰式
●「働く人の健康づくり」
標語表彰式
●シンポジウム：３事業所の取り組み事例発表
（メンタルヘルス/健康づくり/ワーク・ライフ・バランス）

●講演会

内容

働く人の健康づくり地域・職域
連携推進連絡会事業計画を
知っている人が増える



〔連絡会事業２〕
｢働く人の健康づくり｣をテーマにした標語募集

「連絡会」の構成機関に関わる
事業所等で働く人とその家族を
対象に、「働く人の健康づくり」を
テーマに標語を募集。
75句の応募の中から、標記連絡
会にて、予備選考と本選考を経
て、最優秀１句と優秀３句のを
選考。

入賞作品について「働く人の健康づくり地
域・職域連携推進連絡会」から表彰し、今後
の連絡会事業の普及啓発に活用。

最優秀



シンポジウムの
会場の下見・レ
イアウトの確認
も作業部会のみ
んなで！

連絡会で
標語の審
査中。

●作業部会が中心に事業を企画・運営

●部会を３つの班に分けて、具体な作業
を進める

●議論、意見交換に併せて、みんなで取
り組む作業を取り入れた

●作業部会の終了時には、各班の進捗
状況を共有し、全体としての取り組みの
確認を実施

この事業実施のプロセスを通して、関係
機関の連携強化が図れる＝仲良くなれ
るように事業の進め方、運営の方法を
検討



ま・と・め

地域保健と職域保健の連携が大切

顔の見える関係づくり

仲良くなる
相手の持っている力がわかる

出来そうなところからはじめる 一緒にやってみる

めざす姿や現状を語り合う⇒課題を明らかする⇒取り組み内容を決め、それを共有する

手段の一つとして

働き盛り世代のメンタルヘルス対策・
健康づくりを推進するには、



今後に向けて

１．連絡会事業、事業計画の評価の実施

２．関係機関・団体のみならず、‘当事者の声’を
連絡会事業に反映

御清聴ありがとう
ございます


